
船舶事故等調査報告書 

平成２７年２月５日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１４横第１０６号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２６年８月５日 １６時１２分ごろ 

発生場所 茨城県鹿島港南公共ふ頭 

茨城県神栖市所在の鹿島港導灯（後灯）から真方位２０４°２.４５

海里付近 

（概位 北緯３５°５３.１′ 東経１４０°４１.１′） 

事故等調査の経過 平成２６年８月７日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事

務所）を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 貨物船 WAN
ワ ン

 HAI
ハ イ

（カンボジア王国籍）、１,４５７トン 

８３２１０１０（ＩＭＯ番号）、SEA CONTENTMENT SHPG CO LTD 

Ｂ 巡視船 ひたち、５２７トン 

１２３７４３、国土交通省海上保安庁 

 乗組員等に関する情報 船長Ａ（ベトナム社会主義共和国籍）、免状不詳 

船長Ｂ、二級海技士（航海） 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ 球状船首部に擦過傷 

Ｂ 右舷中央部船底舷側外板に凹損 

 事故等の経過 Ａ船は、船長Ａほか９人（中華人民共和国籍７人、ベトナム社会主

義共和国籍２人）が乗り組み、鹿島港の南公共ふ頭に向けて航行して

いた。 

船長Ａは、操船指揮に当たり、北東方から右回頭しながら南公共ふ

頭に接近していたとき、同ふ頭Ｃ岸壁に係留中のＢ船に接近している

ことに気付き、機関を後進とするよう指示したものの後進がかからな

かったことから、停船させるつもりで右舷錨を投下したが、平成２６

年８月５日１６時１２分ごろ、Ａ船の船首とＢ船の右舷中央とが衝突

した。 

Ｂ船は、停泊当直者３人が在船して南公共ふ頭Ｃ岸壁に左舷着けで

係留中、Ａ船が接近して衝突した。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南西、風力 ３、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 上げ潮の初期 

 その他の事項 Ａ船は、本事故後に乗組員が機関を点検したところ、始動空気配管

の継手ボルトが緩み、始動空気が漏えい
．．

していたことが判明し、同ボ

ルトが締め付けられて、機関が後進にかかるようになった。 



分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

Ａ あり、Ｂ なし 

Ａ あり、Ｂ なし 

Ａ なし、Ｂ なし 

Ａ船は、鹿島港の南公共ふ頭で着岸作業中、始動空気が漏えい
．．

し、

機関の後進がかからなかったことから、係留中のＢ船に衝突したもの

と考えられる。 

Ａ船は、機関の始動空気配管の継手ボルトが緩んでいたことから、

始動空気が漏えい
．．

して機関が後進にかからなかったものと考えられ

る。 

原因 本事故は、Ａ船が、鹿島港の南公共ふ頭で着岸作業中、始動空気が

漏えい
．．

し、機関の後進がかからなかったため、係留中のＢ船に衝突し

たことにより発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・機関の修理や整備等を行った場合は、作業終了後、異常がないこ

とを確認するとともに、安全な海域で機関の運転テストを行って

おくこと。 

・入港前に機関の作動確認を行うことが望ましい。 

 


